



































イヒと ~~l 去 fとの何などに rliJ j逗がある(淀・主主主主・
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多く見られる u利0~W出f' . f麦出野}， 2004 ; Fリ丸 2008; 
I)J劾， 2002) 。しかし、実íhJ[@9~ の発話司IlkW とし
て ::fj~111守をJlJし、る研究は見当たらない。
本研究では L記の課題がある対象児に対し、













1 j夜半Ji己検討会1寺にことばの I'U~J~ が乏しかっ
たことから、 jヨ:税がi~~il i':liにイ;日談。その後小児
f弘刊病d内iJ什i比ち涜tにてCOR (conχ吋clilionecl01れ‘1刊iばcnlatυlωonrespOlηlse 
a川川uclio川melr川川rη門")γy: 条条 f件4午1: 訟宗)反足ρ)応J之応とLω、リl賠聡I陪~U力J 検干宥正心) をれ行:う が、
ji1引i
ハピリセン夕一にてi川呼Lμ!皮支AI3R(clLlclilory bl三1nstcll
response : J[!~l性 JJì~ 幹JX. k司会在)と COR を行った
ところ、高!支iJiltJ[@(80cll3)と診!tJi'された。31i足IN、








司M1tIJI.J~f:ìll守は 7 良 2 か月であった。コミュニ
ケーションモードは子で、あった。家Jj)~+III)é)Jえは
十11ヨ:、父、iI):、対象児、[l;j-:の 5人。対象JUの党
話はやや不 iり JI庶で I~I 戸が大きい(出向がみられ





検査IQ(FIQ) : 89、動イノ'lotl:IQ(PIQ) : 111、言
M{-'It IQ (VIQ) : 71、子?同型J!.何年 (VC): 76、知'j;t
統合 (PO): 110、注意i己tむ(FO): 76、処JIIl述







































































































































































































































象記へ示さずにil!む乙 21[11←1 i:ì ，対象担に S\V を示し広接誌認しながら ;~"I'iJtiJ し
247 










Fig.4 /a/ 発戸Ikj二の jJJ71I の iピj.:II\Ji皮 n~ とサウンドスベクトログラム
指導i主人TiIi (J二) 指導?!主人後(ド)
248--
，'dJ)交 IJiíí~ J[~t~ 9己への H千気ilJlJ1ll'l!のための指導似~ ;，j~ 







JHJ前ij I <16 {'j"のli!日出について>
( j 1"111) . /iのiTiA訓終にj本!日Iiがはられた r
I[~~; 'jl (i') ，¥'1 uliに_t:>t、て会 !II~' に J主切れがあと〉
)'111 il j'1.ドらなL寸人/liJきj以りにくいれ
r!)J ，¥/el，¥ (こは iナ'ずつlijLノ人、 まとまり ilなし に
く対象児の行動について>
クラスメイトとの会 J;[~' で)"を/1'，さないことが多い。
目玉'ij受'1:11') に{止、料に J:z を/1'，さない filfi}Jカ~ t~ られた p








校としてどのように Lたすれば、 g体的にどこが変わっていくのかが分からない r
JuN'(i')に初がWJわっても、 fどもにとってfHIIであるならば必ij;IJはさせたくないr
指導111日J 1<発計の問題について>
(:3 ~()IIIIII) I .;:;の(，;"J，: IUi，j ~誌に]1:1 ~':Iíがはれるものの、1' 1 分で心、の 11'，しんをむ口改してきた c
<f駅前I!jの対象兇の時 fについて>
j位 l;~...t級でのほ業で(之、先生のJιj、が IlfJ き取れていないためキョロキョロオることが多いっ
ここでの折J与はすごく集1'している係 j亡が分かったハ
fどもにこれだけの集"1))があるとは也わなかったっ
í'! tj ず lj~i(t、で先，)，_ ("1'1:行)に/1存とうとする鋭/[1心が集中))を1':らめているのではないかハ
シγボン kとタイムを，¥1りながら 1千二(i!;IJi~jJの勉強をすることでイJ1J を II !'I (J として jfíj立が行わ
れているのかを)1附しているように!さじた。












はい111) . j行司IHliLfiljにJヒベ、 i¥-:I~: liMj ~主ができゐようになった。
























る。本研究では発 ì2rの ~)s{t楚となる i呼気持~0Iéll~J'11 
の変化を対象児がSW で1i'{i~ 認、した。手i1j呆にも示
されたように、 1Ij Il I~1 学習から 3 @Iミi学習にお
いて、対象児の1I乎気持続時!日jはSWなしと SW

















て、 ~rj:fí- にフィードパックした。そのうえで 5





































































発日lîfVl I 糾に TIØ~IIWI指導を導入することが明瞭な発
音習得の即効性に繋がる可能性が考えられる。
しかし、対象児の場合歌]l1~1 に w う1I乎気 ilílJ佐IJ に j主1
9!ltが見られた。また音lmに関しては呼吸器'Î~Y ・







D1' の i~i・を!日いた発戸料l習に着 [:1 したアプロー



























































十五.;Jfl[ 安ljl_.}JIJ!長 1ilÍll~ 
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Thc Usefulness ofιuidance Intluence Used for sreathing Control for 
Advanced Cases of Hearin~ Loss in Children b 
Anri FUKむHARA'and Yasuyoshi KATO" 
In olr research pro戸じtwe carried oul gllidance ior brealhing conlrol in かminulesessions (lolal 0[' 
8 sessions) ror a 2nd boyぉludenlslIl、feringrrom 1In aclvancecl case 0(' los. ¥え!esludiecl lhe 
influence 01' saicJちuidanceO!1 the chilcJラsprol1ul1ciation. The contents of theιuidance provicled 
incllldecl ¥VOl・k¥vith 'whislles ancl 乳pbubbles cmploycd for conlrol 01' breathing"ブポ pJ・onllncialion
praclice' and 'vocali之江1reac!ing wilh comprehension 01、picturebooksち.はlepJで3εntedal1 cxplanation 01' 
lhis process to lhe largclecl chilcl and his guarclians cluring lhe periocl 01' timc 01' rhe guiclanceωlc1 
exal1 1むdits ellecliveness. Th亡resullSshowed lhat the child was able 10 control his breathin岳、ll1creasc
phonatIon lil1e and more Illlenじyil1 his voice qual ily.ドLlrthermor仁 lheguardians 01' lhe chilcl 
thal they louncl poヨilive in the Improvemcnls in Ihe chilclちS abilities 
Wc can say a result of lhis lhal f'or fulure areas 01、SIUc!yIhal I will be of interesl 10 funher stucly Ihc 
inlluencc 01' guidance provicled lIsing ror chilc!ren who have bccome able 10 C0l11rol Iheir 
bt・calhing01 singing and speaking abililies 
Key、yords:Advanced hearing ‘conlr叶 01‘bJ会ealhing，Iωngesl time 01、breathc!m恥alion，ralsetlo 
prol1UnCJallon 
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